









































































































































































































































































































































































機器名　設置場所 冷蔵庫・保管庫 用　途 取っ手　衛生教育前 衛生教育後
作業後清掃後　作業前作業後清掃後





















調理 F 盛り付けコーナーで使用する　　　器具の保管用 8　　　　26，878　10，569584　　6，844　　　　327
　　　　盛り付け食器消毒
保管庫
　　　　　洗浄
G 盛り付けコーナーで使用する　　　食器の保管用
9　　　57，218　　2，504
10　　　　－　　　一
17ユ　　4，343　　　　　　　50
　　　　　　　195302　11，259
H 洗浄コーナー側の食器保管用 11　　　　3，245　　　43612　　　－　　　一
35　　1，107　　　　192
46　　933　　37
Ab亡θ．冷蔵庫・保管庫のBとC，　GとHはパススルー構造で同一物である。一は未実施を示す。
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と一般生菌数との間には，有意な中程度の相関
（γ＝0．505）があった。これはMarenaら8）（夕一〇．68，
ρ＜0．0001）や久田ら9）（γ＝0．79，ρ＜0．0001）の報
告を追認する成績である。人以外では，乳牛の搾
乳前乳頭壁清拭直後のATP発光量と細菌数との
間には，有意な相関（夕＝0．41，ヵ〈0．01）があった
との報告10）もある。従って，清浄操作後のATP
発光量と細菌数との間の相関関係から，ATP拭
き取り検査で得られたATP発光量は，食中毒の
起因菌になる可能性のある各種細菌の細菌数の指
標になり得る蓋然性が高いことを示唆している。
但し，当然ではあるが，ATP拭き取り検査によっ
て得られたATP発光量は，直接的に細菌（微生物）
数を表している訳ではないことを学生に指導して
おく必要がある。
　今回，給食運営管理実習での衛生教育の効果を
手洗いと冷蔵庫・保管庫等の扉の取っ手の清掃を
指標に検討した。手洗いでは，衛生教育前にお
ける手洗い後のATP発光量が管理基準値（2，000
RLU）以下であった者の比率と衛生教育後にお
けるこの比率との間には，有意差があるとはいえ
なかった。それ故，現時点では，手洗い方法につ
いての衛生教育の効果にっいては、判定を保留せ
ざるを得ないと考えている。次いで，冷蔵庫や保
管庫等の扉の取っ手の清掃では，衛生教育前に
おける清掃後のATP発光量が管理基準値（200
RLU）以下のケースは皆無（0％）であったが，
衛生教育後においては67％に増加していた。この
場合，取っ手のサンプルサイズが衛生教育前と後
とでは異なるため，McNemar検定ができなかっ
た。本来ならば，手洗いの場合（表2）と同じよ
うに，統計学的な検討を行うことが可能な研究計
画にすべきであった。この点については今後の検
討課題としたい。しかしながら，衛生教育後の方
が衛生教育前よりも管理基準値以下のケースが
増加した上述の点に加えて，取っ手の清掃後の
ATP発光量は衛生教育後の方が衛生教育前に比
較していずれのケースも減少していたことから，
今回の取っ手の清掃方法にっいては，衛生教育が
効果的であったと考えている。
　ATP拭き取り検査に使用したキットの発売元
によれば，手洗い後のATP発光量は，約9割の
者が管理基準値以下を達成できるとしている4）。
しかし，今回の検討で手洗い後のATP発光量が
管理基準値以下を達成できた者は9割に達してい
なかった。これは，本学の手洗い方法に起因して
いる可能性がある。即ち，本学では，手洗いの最
終段階の消毒用アルコールを使用する前の手指の
水分除去・乾燥には，ペーパータオルではなく，
ハンドドライヤーを使用している。池原ら11）は
石鹸を用いた手洗い後に手を振って軽く水を切っ
た場合（乾燥前）と滅菌処理したペーパータオル
を使用した場合（乾燥後）の細菌数について検討
（いずれも消毒用アルコールは不使用）している。
その結果，乾燥後の方が乾燥前に比べて有意に細
菌数が減少し，これはペーパータオルを使用して
物理的に細菌を除去したことに起因していると述
べている。調理施設においての手洗い後の手指の
水分除去と乾燥のためには，ペーパータオルとハ
ンドドライヤーのいずれが適しているかについて
は，今後の検討課題としたい。
　ATP拭き取り検査は手洗い方法の良否や清掃
方法の良否を検査場所で直ちに判定できることか
ら，不完全な手洗いや施設設備の清掃が食中毒の
発生に繋がることを学生に教育するたあには極め
て有用な手段であると考える。一方で，手洗い方
法にっいての衛生教育の効果判定は保留と判断せ
ざるを得なかったように，手洗いのみならず取っ
手の清掃においても，衛生教育を行ったにも関わ
らず，未だ満足すべき衛生状態に達していない（即
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ち，管理基準値超）ケースがあった。そのため，
これらについては学生への更なる教育が必要であ
ると共に，教育する側の衛生教育の方法論に関し
ても再検討すべきであろうと考えている。
　本研究には以下のような限界がある。第1に，
衛生教育前の1回目の手洗い後のATP拭き取り
検査は6回に分けて行った結果であり，衛生教育
後の2回目の検査はユ回で行った結果である。こ
れは，学生実習という時間的制約がある中ではや
むを得なかったと考えているが，本来であれば同
条件で行うべきであった。それ故，1回目と2回
目の検査を同条件で実施できなかったことが，結
果に影響を与えた可能性を否定できない。第2に，
冷蔵庫・保管庫等の扉の取っ手のサンプルサイズ
が衛生教育前と後とでは異なっていたたあ，対応
のある2群の比率の差の検定ができなかった。こ
の点については，当初より計画的に研究を進める
べきであったと考えている。第3に，今回の検討
時期は冬であったが，手洗いの水道水には温水が
供給されていなかった。そのため，石鹸洗浄後の
約20秒間の石鹸を洗い流す動作を行っていた対象
者をみていると，冷水では厳しいときもあった。
温水が使用できないのであれば，冬以外の季節の
検討を考慮すべきだったかもしれない。第4に，
冷蔵庫・保管庫等の扉の取っ手のATP拭き取り
検査結果は，取っ手の形状や材質，使用用途が異
なるため，表1のデータのように集団としての解
析が不可能であった。施設設備としての衛生管理
を目的とした場合，例えば調理台などからの複数
箇所の拭き取りを行っていれば，集団としての解
析が可能であったと考えている。今後は，これら
の点を加味した検討が必要である。
V　結　論
　給食運営管理実習において実施した衛生教育
は，扉の取っ手の清掃方法の改善には効果的で
あったが，手洗い方法においては効果判定を保留
と判断した。手洗いにっいては更なる検討が必要
である。また，ATP拭き取り検査は簡便であり，
しかも検査結果が検査場所で直ちに判明すること
から，学生実習において極めて有用である。
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